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研究成果概要 

 
図：ハイパーカミオカンデ計画概念図 
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•水槽高さ60m、直径74m
•総重量26万トン、
  有効重量19万トン
•新型光検出器（ 従来の2
倍の感度 ）4万本

大強度加速器J-PARCによる
高品質ニュートリノビーム 大気
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 我が国が世界の研究者と共に推進してきた大型水チェレンコフ装置実験「スーパーカ

ミオカンデ」（稼働中）は、ノーベル物理学賞につながる素粒子ニュートリノの質量の

発見を成し遂げ、ニュートリノ研究を軸に基礎科学を牽引してきた。一方で、ニュート

リノが他の素粒子に比べて100 万倍以上軽い理由や、宇宙が現在の姿になった原因がニ

ュートリノの性質にある可能性など、深淵な謎が新たに生まれている。ニュートリノ研

究は次世代の素粒子・宇宙物理学への突破口として世界的に大きな関心を集めており、

我が国が主導する次期基幹実験「ハイパーカミオカンデ」（図参照）の早期実現が世界

中の研究者により求められている。 

 ハイパーカミオカンデは世界18か国の研究者が参加している国際共同実験計画であ

り、東京大学と高エネルギー加速器研究機構を中核機関とし、日本が誇る高い実験技術

を用いることによりスーパーカミオカンデの10 倍規模となる超大型検出器を設置し、

1.3MWに増強したJ-PARC 加速器ニュートリノビームを組み合わせるものである。岐阜県

飛騨市神岡町のスーパーカミオカンデから南に約8km （J-PARC から295km）、地下650m の

位置を建設候補地とし、直径68m、高さ71m の水槽を設置する。装置内に蓄えられる超純

水の総質量は26 万トン、うち観測に用いる有効質量が19 万トンとなる。水槽内壁には

従来の2 倍の感度を持つ高性能光センサーを備え、ニュートリノ反応から生じる微弱な

光を高い精度で計測する。本実験計画は、「宇宙初期を司る究極の自然法則はどのよう

なものか」さらに「我々はどこから来てどこに行くのか」といった、人類にとって根源

的な問いに挑戦する。具体的には、(1) ニュートリノ振動を用いたニュートリノの性質

の全容解明、(2) ニュートリノ天文学による超新星の爆発の仕組み、および星やブラッ

クホールの形成史の解明、(3) 力の統一理論が予言する1035年の寿命に感度を持った陽子

崩壊の探索、と３つの研究の柱により素粒子物理学・原子核物理学・宇宙物理学・天文

学を総合的に推進する。ハイパーカミオカンデは上記研究を全て可能にする唯一の実験

計画であり、現行スーパーカミオカンデを凌駕する豊富な研究課題と高い発見能力を持

つ。 

 本計画は、日本学術会議の提言「第23 期学術の大型研究計画に関するマスタープラン

（マスタープラン2017、平成29 年2 月8 日公開）」において、特に速やかに推進すべき

「重点大型研究計画」の1 つとされており、文部科学省によるプロジェクト承認に係る

大型計画ロードマップ（ロードマップ2017、平成29 年7 月公開）では、高優先度のプロ

ジェクトと位置付けられている。2020年始めに日本での建設予算が措置され、プロジェ

クトが正式に開始し、2027年の実験開始を予定している。 
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